
2025年３月期  第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）
2024年10月30日

上場会社名 大井電気株式会社 上場取引所  東

コード番号 6822 ＵＲＬ  https://www.ooi.co.jp

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）石田　甲

問合せ先責任者 （役職名）取締役経営管理本部長 （氏名）仁井　克己 ＴＥＬ  045-433-1361

半期報告書提出予定日 2024年11月11日 配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 10,776 5.6 △16 － △23 － △59 －

2024年３月期中間期 10,202 22.9 △442 － △504 － △354 －

（注）包括利益 2025年３月期中間期 △71百万円（－％） 2024年３月期中間期 △329百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △45.87 －

2024年３月期中間期 △272.63 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 21,859 7,937 28.6

2024年３月期 23,881 7,993 26.5

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 6,257百万円 2024年３月期 6,331百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,300 △2.9 750 △18.4 730 △13.1 520 △31.5 396.63

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 1,470,000株 2024年３月期 1,470,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 155,016株 2024年３月期 167,374株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 1,307,151株 2024年３月期中間期 1,301,537株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．中間連結財務諸表及び主な注記(4)中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

(1) 当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、経済活動の持ち直し傾向の継続、これに伴う企業の賃上げや部品調

達環境の改善、インバウンド需要の拡大等を背景に、緩やかな回復基調が継続しました。しかしながら、長期化す

る地政学リスク、価格転嫁や円安に伴う原材料価格の高騰などにより、景気先行き感は依然として不透明な状況が

継続しております。

　当社グループをとりまく市場動向につきましては、第５世代移動通信システム（５Ｇ）ネットワーク構築に向け

た設備投資需要はひと段落を迎え、今後はこれを活用したサービスの普及によるトラフィックの増大、データセン

ター需要の拡大に伴う大容量・高速化、防災・減災システムの需要等により、ネットワーク設備の増強が進み、全

体としては、今後も緩やかに需要が拡大するものと見込んでおります。このような状況に加え、企業のＤＸ（デジ

タルトランスフォーメーション）投資のさらなる加速や、製造業拠点の国内回帰とＩＴを活用した設備投資、地球

温暖化や労働人口の減少等の課題解決を通じたＳＤＧｓの達成に向けたデジタル技術の進展が期待され、当社の参

入の機会が見込まれます。

　このような状況下、当社グループにおいては、2025年度を最終年度とする中期経営計画における重点施策とし

て、事業の選択と集中による収益力の強化、業務プロセスの効率化による原価改善の取り組み、代替部品の利用を

可能とする製品開発推進等を含む調達レジリエンスの強化、社員のスキルアップやスキルに応じた人事評価制度の

再構築等の諸施策に継続的に取り組んでおります。

　これらの結果、当中間連結会計期間の売上高につきましては、情報通信機器製造販売及びネットワーク工事保守

が増加したため、107億76百万円（前年同期比5.6％増）となりました。

　損益につきましては、情報通信機器製造販売及びネットワーク工事保守において、売上高増加に伴う利益の増加

があったこと、開発費の減少、コストが改善したことより、営業損益は16百万円の損失（前年同期比４億26百万円

損失減）、経常損益は23百万円の損失（前年同期比４億81百万円損失減）、親会社株主に帰属する中間純損益は59

百万円の損失（前年同期比２億94百万円損失減）となりました。

　以下、セグメントの概況をご報告いたします。

〔情報通信機器製造販売〕

　電力スマートメータ向け通信機器を中心としたＩｏＴ関連装置事業の売上が増加したため、売上高は60億70百

万円（前年同期比6.8％増）となりました。セグメント損益につきましては、売上高の増加及び開発費の減少、

コスト削減の推進等により13百万円の損失（前年同期比２億22百万円損失減）となりました。

〔ネットワーク工事保守〕

　通信線路工事・保守事業の売上が増加したため、売上高は前年同期より4.2％増の47億６百万円となりまし

た。セグメント損益につきましては、売上の増加に伴い12百万円の損失（前年同期比２億20百万円損失減）とな

りました。

(2) 当中間期の財政状態の概況

（資　産）

　当中間連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ20億22百万円減少し218億59百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が12億20百万円増加、仕掛品が20億43百万円増加、有形固定資産が１億

55百万円増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が50億６百万円減少、電子記録債権が３億３百万円減

少、原材料及び貯蔵品が２億39百万円減少したことによります。

（負　債）

　当中間連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ19億65百万円減少し139億22百万円と

なりました。これは主に、流動負債その他が１億94百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が３億35百万円

減少、未払金が10億46百万円減少、未払法人税等が１億83百万円減少、未払消費税等が５億36百万円減少したこ

とによります。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ56百万円減少し79億37百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金が親会社株主に帰属する中間純損失59百万円の計上により減少したことにより

ます。
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループは、事業の関係から、情報通信機器、工事保守の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中して

いるため、第１四半期から第３四半期における各連結会計期間の売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高

が多くなるといった季節的変動があります。

　連結業績予想につきましては、2024年５月14日の決算短信で公表いたしました通期連結業績予想を修正しており

ます。詳細につきましては、本日公表しました「2025年3月期第2四半期累計期間（中間期）連結業績予想と実績と

の差異および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,883,021 4,103,425

受取手形、売掛金及び契約資産 8,753,799 3,747,262

電子記録債権 623,255 319,997

商品及び製品 710,568 779,714

仕掛品 4,095,354 6,138,851

原材料及び貯蔵品 1,611,587 1,371,801

その他 165,533 221,567

貸倒引当金 △3,824 △1,627

流動資産合計 18,839,296 16,680,993

固定資産

有形固定資産 2,695,451 2,850,605

無形固定資産 747,854 737,354

投資その他の資産

その他 1,600,060 1,591,672

貸倒引当金 △704 △704

投資その他の資産合計 1,599,356 1,590,967

固定資産合計 5,042,661 5,178,928

資産合計 23,881,958 21,859,921

２．中間連結財務諸表及び主な注記

(1) 中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,319,534 1,984,240

電子記録債務 110,541 159,681

短期借入金 6,030,000 6,030,000

１年内返済予定の長期借入金 54,756 54,756

未払金 1,691,448 645,102

未払法人税等 244,720 60,811

未払消費税等 562,059 25,573

賞与引当金 777,687 778,267

役員賞与引当金 13,811 －

工事損失引当金 315,562 294,320

資産除去債務 681 681

その他 726,360 921,122

流動負債合計 12,847,163 10,954,556

固定負債

長期借入金 448,354 420,976

役員退職慰労引当金 30,822 36,004

退職給付に係る負債 2,408,237 2,366,426

資産除去債務 84,781 84,781

その他 69,119 60,147

固定負債合計 3,041,315 2,968,335

負債合計 15,888,478 13,922,891

純資産の部

株主資本

資本金 2,708,389 2,708,389

資本剰余金 1,401,317 1,401,317

利益剰余金 2,240,116 2,163,930

自己株式 △517,704 △479,479

株主資本合計 5,832,118 5,794,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 252,365 224,828

退職給付に係る調整累計額 246,547 238,491

その他の包括利益累計額合計 498,912 463,320

非支配株主持分 1,662,447 1,679,552

純資産合計 7,993,479 7,937,029

負債純資産合計 23,881,958 21,859,921
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 10,202,961 10,776,746

売上原価 8,256,592 8,643,297

売上総利益 1,946,368 2,133,448

販売費及び一般管理費 2,389,135 2,149,959

営業損失（△） △442,766 △16,511

営業外収益

受取利息 69 246

受取配当金 21,361 6,645

為替差益 － 18,047

受取賃貸料 13,518 13,465

貸倒引当金戻入額 1,379 2,196

その他 13,155 15,273

営業外収益合計 49,484 55,874

営業外費用

支払利息 61,038 52,025

為替差損 48,026 －

その他 2,299 10,633

営業外費用合計 111,364 62,659

経常損失（△） △504,647 △23,295

特別利益

投資有価証券売却益 46,255 －

特別利益合計 46,255 －

税金等調整前中間純損失（△） △458,391 △23,295

法人税等 △65,840 9,334

中間純損失（△） △392,550 △32,629

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△37,719 27,329

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △354,831 △59,958

(2) 中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純損失（△） △392,550 △32,629

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,255 △32,343

退職給付に係る調整額 40,745 △6,454

その他の包括利益合計 63,000 △38,797

中間包括利益 △329,550 △71,427

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △305,625 △95,551

非支配株主に係る中間包括利益 △23,925 24,124

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △458,391 △23,295

減価償却費 178,737 224,573

株式報酬費用 1,348 6,203

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,379 △2,196

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,073 579

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,380 △13,811

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △991 5,181

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,981 △48,265

工事損失引当金の増減額（△は減少） 12,107 △21,241

受取利息及び受取配当金 △21,430 △6,892

支払利息 61,038 52,025

固定資産売却損益（△は益） － △513

投資有価証券売却損益（△は益） △46,255 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,503,334 5,581,833

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,319,687 △1,872,856

その他の資産の増減額（△は増加） △26,296 25,638

仕入債務の増減額（△は減少） △146,363 △276,259

未払消費税等の増減額（△は減少） △129,052 △686,112

その他の負債の増減額（△は減少） △241,608 △1,053,052

その他 24 1

小計 309,699 1,891,540

利息及び配当金の受取額 19,859 5,854

利息の支払額 △60,729 △54,548

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △23,707 △212,305

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,122 1,630,540

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △66,382 △308,070

有形固定資産の売却による収入 － 300

無形固定資産の取得による支出 △133,189 △56,010

無形固定資産の売却による収入 － 214

投資有価証券の取得による支出 △1,921 △2,152

投資有価証券の売却による収入 128,658 －

貸付けによる支出 △2,038 △537

貸付金の回収による収入 804 793

その他 △17,244 △1,302

投資活動によるキャッシュ・フロー △91,314 △366,765

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △8,100 △8,972

長期借入金の返済による支出 △52,702 △27,378

非支配株主への配当金の支払額 △7,020 △7,020

財務活動によるキャッシュ・フロー △67,822 △43,370

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 85,984 1,220,404

現金及び現金同等物の期首残高 2,113,514 2,873,021

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,199,499 4,093,425

(3) 中間連結キャッシュ・フロー計算書
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(4) 中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、中間連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、前年の中間連結財務諸表及び前連結会計

年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：千円）

報告セグメント

合計情報通信機器
製造販売

ネットワーク
工事保守

売上高

外部顧客への売上高 5,686,015 4,516,945 10,202,961

セグメント間の内部売上高又は振替高 73,805 159,543 233,348

計 5,759,820 4,676,489 10,436,310

セグメント損失（△） △235,996 △232,857 △468,854

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △468,854

セグメント間取引消去 26,087

中間連結損益計算書の営業損失（△） △442,766

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計情報通信機器
製造販売

ネットワーク
工事保守

売上高

外部顧客への売上高 6,070,220 4,706,525 10,776,746

セグメント間の内部売上高又は振替高 52,048 161,213 213,261

計 6,122,268 4,867,739 10,990,007

セグメント損失（△） △13,957 △12,035 △25,993

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △25,993

セグメント間取引消去 9,482

中間連結損益計算書の営業損失（△） △16,511

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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